
	 第1節	 国家安全保障戦略の概要
国家安全保障戦略は、わが国の安全保障に関する最上

位の政策文書である。世界の歴史は転換期にあり、わが
国は戦後最も厳しく複雑な安全保障環境のただなかにあ
る。そのなかにおいて、わが国の国益を守るためには、
力強い外交を展開するとともに地歩を固める防衛力を持
つことが必要である。こうした目標を達成するため、対
立と協力が複雑に絡み合う国際関係全体を俯
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し、外交
力・防衛力・経済力・技術力・情報力を含む総合的な国
力を最大限に活用して、国家の対応を高次のレベルで統
合させる戦略が必要であるとの視点から、2022年に現

行の国家安全保障戦略が策定された。
この国家安全保障戦略に基づく戦略的な指針と施策

は、戦後の安全保障政策を実践面から大きく転換するも
のである。国家安全保障戦略は、わが国の国益、安全保
障に関する基本的な原則、安全保障上の課題を示したう
えで、これらを踏まえたわが国の安全保障上の目標を設
定し、それを達成するための戦略的なアプローチなどを
明らかにしている。

資料2（国家安全保障戦略について）

	 第2節	 国家防衛戦略の概要
1976年以降6回策定されてきた、自衛隊の防衛力整備、

維持および運用の基本的指針である防衛大綱に代わって、
2022年12月に国家防衛戦略が新たに策定された。

国家防衛戦略は、わが国の防衛目標、この防衛目標を
達成するためのアプローチやその手段を包括的に示すも
のであり、概要は次のとおりである。

わが国政府の最も重大な責務は、国民の命と平和な暮
らし、そして、わが国の領土・領空・領海を断固として
守り抜くことであり、それこそが安全保障の根幹である。
わが国を含む国際社会は、深刻な挑戦を受け、新たな危
機に突入しており、今後、インド太平洋地域、とりわけ
東アジアにおいて、戦後の安定した国際秩序の根幹を揺
るがしかねない深刻な事態が発生する可能性が排除され
ない。戦後、最も厳しく複雑な安全保障環境のなかで、
国民の命と平和な暮らしを守り抜くためには、厳しい現
実に正面から向き合って、相手の能力に着目した防衛力
の抜本的強化を行う必要がある。

ロシアがウクライナを侵略するに至った軍事的な背景
としては、ウクライナがロシアによる侵略を抑止するた
めの十分な能力を保有していなかったことにある。また、

どの国も一国では自国の安全を守ることはできず、共同
して侵攻に対処する意思と能力を持つ同盟国との協力の
重要性が再認識されている。さらに、高い軍事力を持つ
国が、あるとき侵略という意思を持ったことにも注目す
べきである。脅威は能力と意思の組み合わせで顕在化す
るが、その意思を外部から正確に把握することは困難で
ある。国家の意思決定過程が不透明であれば、脅威が顕
在化する素地が常に存在する。このような国から自国を
守るためには、力による一方的な現状変更は困難である
と認識させる抑止力が必要であり、相手の能力に着目し
た防衛力を構築する必要がある。

資料1　（防衛力の役割の変化）

	 1	 わが国の防衛の基本方針
わが国の防衛の根幹である防衛力は、わが国の安全保

障を確保するための最終的な担保であり、わが国に脅威
が及ぶことを抑止するとともに、脅威が及ぶ場合には、
これを阻止・排除し、わが国を守り抜くという意思と能
力を表すものである。今後の防衛力については、相手の
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